
都道府県名

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること
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産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

千葉県

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠 事後評価の検証方法

(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量、出荷量 年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度
導入・定着の取組の
実施内容又は処理量 又は処理量 又は処理量

千葉市
農業再
生協議
会

17
椎名地
区

水稲

コンバイン・乾燥機
の大型化による収
穫・乾燥調製の省
力、及びブームスプ
レーヤの導入による
除草作業の省力によ
り、生産コストの削
減を図る。

生産コスト
の

10%以上の
削減

（10.1％の
削減）

生産費
65,364円
/10a

生産費
58,773円
/10a

48.2
生産費
55,382円
/10a

48.6

・青色申告決算
報告書

・営農計画書及
び作業受託契約

書

151.4

面積の拡大を進めなが
ら、減農薬の取組み
や、無駄なコストの縮
減を縮減を進め、目標
を達成した。
引き続き、椎名地区の
水田農業を担っていっ
てくれることを期待す
る。

面積拡大と経費削減によっ
て、目標値を上回る生産コ
スト削減が図られた。

柏市農
業再生
協議会

18

手賀沼周辺地
区（千葉県柏
市，我孫子
市，印西市，
白井市，茨城
県龍ヶ崎市）

水稲

高性能農業機械の導
入による経営規模拡
大と生産コスト低減
による収益性向上

単位面積当
たりの生産
コスト10％
以上の削減

68,923円
/10a

61,169円
/10a

95
61,868円
/10ａ

89

地域の中心的農
業者1戸の決算資
料又は決算根拠
資料により検

証。

91

高性能農業機械の導入
により，規模拡大と労
働費等のコスト削減に
繋がっているが，目標
達成までには至らな
かった。

一定の成果に繋がっている
ものの目標達成に至らな
かったことから、更なる規
模拡大と経費削減に向けた
支援を継続する。

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価) 補正係

数

価格補
正後の
実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価
事業実施
前年度

目標年度

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度
導入・定着の取組の
実施内容出荷量 出荷量 出荷量

印西市
農業再
生協議
会

5

印西市
竹袋・
大森・
草深地
区

施設野
菜

接ぎ木ロボット・挿
し木ロボット・苗テ
ラス・接ぎ木養生装
置のリース方式によ
る農業機械等の導入
を行うことで生産性
の向上をはかり、販
売額の１０％以上の
増加を達成する。

販売額の
10％以上の
増加

541,538,182円 8.3
672,508,67
1円

8.3
720,803,20
2円

8.3 － －

法人の決算資料
又は決算根拠資
料等により検

証。

137

機械導入前よりも売
り上げの増加が見ら
れ、目標を達成して
いる。

事業実施により、販
売金額の増加が図ら
れた。引き続き、産
地振興に向け支援を
行う。

※外的要
因等によ
る価格変
動は生じ
ない

千葉市
農業再
生協議
会

14

緑区大
木戸
町、越
智町、
板倉町
（あす
み出荷
組合）

露地野
菜（に
んじ
ん、や
まとい
も、ご
ぼう、
キャベ
ツ、だ
いこ
ん、ト
ウモロ
コシ）

大型トラク
ター、大型ロー
タリー、マニュ
アスプレッダ
―、バーチカル
ロータリー、中
耕ロータリーの
リース導入によ
り、作業の効率
化を図り、産地
の経営規模拡
大、販売額の増
加に取り組む。

販売額の
16％増加

7,754万円 28.0 8,993万円 32.3 9,212万円 32.3

にんじん
121

やまとい
も
338

ごぼう
217

キャベツ
101

だいこん
85

トウモロ
コシ
246

にんじん
106

やまとい
も
310

ごぼう
196

キャベツ
79

だいこん
75

トウモロ
コシ
237

にんじん
1.142

やまとい
も
1.090

ごぼう
1.107

キャベツ
1.278

だいこん
1.133

トウモロ
コシ
1.038

1億
480万
円

■Ａ氏
【にんじん、やまとい
も、ごぼう、だいこん】
販売実績を決算書及び直
売所売上表により確認

【キャベツ】
販売実績をＪＡの出荷伝

票により確認
【トウモロコシ】

販売実績を直売所売上表
により確認
■Ｂ氏

【やまといも、ごぼう、
だいこん】

販売実績を決算書により
確認

【にんじん、キャベツ】
販売実績をＪＡの出荷伝

票により確認
■Ｃ氏

【キャベツ】
販売実績をＪＡの出荷伝

票により確認

220

成果目標を大幅に上
回る実績を達成して
おり、本事業が順調
に推移したものと評
価する。

計画通り、目標を達
成できていることか
ら、収益力向上に向
けて支援を継続す
る。

（中心的
経営体の
取組面
積）
32.3ha

千葉市
農業再
生協議
会

15
緑区
土気地
区

わけね
ぎ

わけねぎの安定した周
年出荷を実現するた
め、洗浄機、包装機、
予冷庫のリース導入に
より、作業の効率化を
図り、出荷調製で削減
された時間を利用して
作付面積を増やし、販
売額の増加に取り組
む。

販売額の
10％増加

3,804万円 4,185万円 2.97 1,470万円 2.6 368 358 1.028
1,511
万円

販売実績を千葉
みらい農業協同
組合の出荷記録

で確認

-601.8

実績はとても厳しい
ものとなったが、今
後、関係機関で連携
し、生産増に向けて
支援を行っていく。

面積拡大が伸び悩
み、生産量の増加に
つながらなかった。
目標達成に向け、産
地と連携して支援を
継続する。

（中心的
経営体の
取組面
積）
2.97ha

香取市
農業再
生協議
会

16 香取市
かん
しょ

①定温貯蔵、出荷調製
施設による生産者の安
定収入化
　(契約栽培、契約買
取)
②定温貯蔵施設による
加工原料の安定確保
③加工による付加価値
の向上、競争力の強化

販売額の
10%以上の
増加

238,978
円/10a

579,436円
/10a

25
598,065円
/10a

ー ー ー ー

売上伝票、確定
申告書、品種別
作付計画表等か

ら算出

106
収益性の高い加工品
などの販売を強化、
目標を達成した。

計画通り、目標を達
成できていることか
ら、収益力向上に向
けて支援を継続す
る。

※外的要
因等によ
る価格変
動は生じ
ない

千葉市
農業再
生協議
会

19

緑区土
気地区
（フ
ルーツ
ランド
土気）

イチ
ゴ・ト
マト・
ミニト
マト

低コスト耐候性
ハウス（2,464
㎡）と内部設備
の新規整備、及
び、防除機の
リース導入によ
り総販売額を
10％増加する。

販売額の
10％増加

75,967,210円 1.63
83,563,931

円
1.88

68,969,106
円

1.88

いちご
1,250

トマト
343

ミニト
マト
653

いちご
1,220

トマト
314

ミニト
マト
572

いちご
1.025

トマト
1.092

ミニト
マト
1.142

72,338
,689円

【Ａ氏】
　販売実績をイチゴは決

算書、
　ミニトマトは直売所売

上表で確認。
【Ｂ氏】

　販売実績を直売所売上
表で確認。
【Ｃ氏】

　販売実績を確定申告書
及び売上表で確認。

【Ｄ氏】
　販売実績を決算書で確

認。
【Ｅ氏】

　販売実績を決算書で確
認。

-47.8

Ａ氏は平年通りであ
れば取組目標80%達
成できたと考える、
栽培技術は安定して
いるので、引き続き
売上増に努めていた
だきたい。
Ｂ氏は露地野菜の栽
培技術は安定してい
るので、施設野菜に
おいても生産増に努
めていただきたい。

令和元年の台風、大
雨被害により、生産
施設が被災したた
め、計画通りの生産
ができていない。販
売額増加に向け、被
害軽減対策も含めて
支援を継続する。

（中心的
経営体の
取組面
積）
0.99ha

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量 総出荷量 総出荷量

千葉市
農業再
生協議
会

13

花見川
区

犢橋地
区

ベビー
リーフ

低コスト耐候性
ハウス
（2.45ha）の整
備、
収穫機1台のリー
ス導入

契約栽培の
割合の10％
以上の増加
かつ50％以

上

0% 0 0 0 50% 2.45 59,301 29,651 0% 2.45 34,671 0

契約書及び出荷
伝票などによ
り、事業効果を
検証。

0

豪雨によるハウス浸水
や台風によるハウス破
損など度重なる大きな
災害被害を受け、取組
目標が達成できなかっ
たもの。今後の対応は
取組主体と協議してい
く。

度重なる災害被害が発
生しており、栽培環境
が厳しい状況にあるた
め、今後の事業推進に
ついて関係機関と連携
し、検討を進める。


